き 出して 洲 になって ゐる。 しかし それ は 長さ も 幅 も、 

それほど 大きな もので はない。 流れ はすぐ また 合して 

一 つに なって ゐる。 こっちの 岸の 方が 深く、 川の なか 

に は 大きな 石が 幾つ もあって、 小さな 淵 を 作ったり、 

流れが 激しく 白く 泡立った りして ゐる。 底 は 見えない _ 

向う 岸に 近いと ころ は 浅く、 河床 はすべ すべの 一枚 板 

の やうな 感じの 岩で、 従って 水 は 音 もな く 速く 流れて 

ゐる。 

ぼんやり 見て ゐた私 は その 時、 その 中洲の 上に ふと 

一 つの 生き物 を 発見した。 はじめは 土塊 だと さへ 思 は 

なかった の だが、 のろのろと それが 動きだし たので、 



る 害 もない。 しかし 私に は 本能 的な 生の 衝動 以上の も 

のが あると しか 思へ なかった。 活動に は ひる 前に ぢっ 

と うづく まって ゐた 姿、 急流に 無 一 一 無 三に 突っ込んで 

行った 姿、 洲の 端に つかまって ほっとして ゐた 姿、 I 

I すべて そこに は 表情が あった。 心理 さへ あった。 そ 

れらは 人間の 場合の やうに こっちに 伝 はって 来た。 明 

確な 目的 意志に もとづ いて 行動して ゐる ものから でな 

くて は あの 感じ は 来ない。 まして や、 あの 波間に 没し 

去った 最後の 瞬間に 至って は。 そこに は 刀 折れ、 矢尽 

きた 感じが あった。 力の 限り 戦って 来、 最後に 運命に 

従順な ものの 姿が あった。 さう いふ もの だ けが 持つ 静 



かで 赤蛙に 逢った。 私 は 夢の なかで 色 を 見る とい ふこ 

と はめった にない 人間 だ。 しかし 波間に 没す る 瞬間の 

あや 

赤蛙の 黄色い 腹と 紅の 斑紋と は 妖しい ばかりに 鮮明 だ 

つた。 

(昭和 二十 一 年 一 月) 
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